小項目評価の論点に関する検討結果
第1　府民に提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標

	平成24年度計画
	小項目番号
	自己

評価
	
	委員会評価
	判断理由・コメント（案）

	各病院の役割に応じた医療施策の実施、及び診療機能の充実

（急性期・総合医療センター）
	1
	Ⅳ
	＝
	Ⅳ
	●　スマートフォン救急搬送支援システムの活用に加え、救急車用専用ホットラインの開設、看護師の増員等救急診療科の体制強化を行い、救急車搬入の受入患者数を大幅に伸ばした。

●　理学療法士を増員してリハビリテーション提供体制を充実し、一般病棟におけるリハビリテーション実施単位数が大きく増加した。

※　救急患者受入れに必要な体制強化と実績、リハビリテーション提供体制の充実と実施単位数増加の実績を評価し、「Ⅳ」評価が妥当と判断した。

	患者満足度調査等の活用
	18
	Ⅳ
	＝
	Ⅳ
	●　各病院において、過去の患者満足度調査の調査結果を踏まえながら患者サービスの向上のための各種の取組を行った。

●　満足度調査においても、「全体にこの病院に満足している」との回答が全病院高い水準にある。

※　病院機構全体として患者満足度向上の取組を重要視し、各病院が満足度向上のために、毎年、新たな取組も取り入れて行っていることを評価し、「Ⅳ」評価が妥当と判断した。

	院内環境の快適性向上
	19
	Ⅳ
	↓
	Ⅲ
	※　行った整備内容に特筆するものは少なく、収支改善で得た財源に基づく業務実績であるため、計画を上回って実施したものとは評価せず、「Ⅲ」評価が妥当と判断した。


第2　業務運営の改善及び効率化に関する目標

	平成24年度計画
	小項目番号
	自己

評価
	
	委員会評価
	判断理由・コメント（案）

	自律的な経営管理の推進
	26
	Ⅳ
	＝
	Ⅳ
	●　逐次、各病院の経営状況の整理分析により現状・課題を把握し、毎月開催の経営会議において進捗状況を点検しつつ、医業収益の拡大に結び付ける経営改善に取り組んだ。

●　経営改善取組の結果、医業収益は計画額を10.7億円上回った。一方、医業費用は診療体制強化による人件費増、収益の伸びに伴う材料費の増額により、前年度に比べ24.6億円増加したものの、医業収支は前年度に比べ8億円改善した。

●　法人全体の資金収支差は、医療機器等の投資増加により前年度に比べ5.1億円減額したが、計画値を上回る13.4億円の黒字を確保した。

※　地方独立行政法人化後、毎年度、資金収支差の黒字化を達成していることは、法人全体として継続した経営努力の成果であり、「Ⅳ」評価が妥当と判断した。

	新患者の確保及び病床の効率的運用、診療単価の向上
	27
	Ⅳ
	↓
	Ⅲ
	※　地域連携の強化などによる新入院患者の確保、病床利用率の向上に努めた結果、法人全体での医業収益は計画値を10.7億円、前年度実績を32.6億円上回ったが、各病院ごとに実績のバラつきが見られ、計画値や前年度実績を下回っている病院もあることから、Ⅲ評価が妥当と判断した。
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